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湖北地域振興局管内の２市６町が国・県とともに、専門的な学識経験等に基づく助言をいただきながら、姉川、高
時川等の洪水や土石流危険渓流等からの土砂災害による被害を回避・軽減するためのソフト対策を協議し、自
助・共助・公助のバランスのとれた地域防災力の再構築を図る。

また、協議会では広域的な避難誘導体制の確立など、様々な観点から効果的なソフト対策の検討を行う。

第
１
回

本協議会で検討する項目について議論

情報提供・勉強会
・浸水想定区域図の説明＋事例紹介(姉川・高時川)

・ハザードマップの説明＋事例紹介(長浜市)

・土砂災害警戒区域等について

・流域治水対策について

防災対策に関する現状把握アンケートの実施

・各自治体が重要視する喫緊の防災対策は何か

・住民が要望している防災対策は何か

・土木と防災部局との役割分担はどうか、課題は何か

・自主防災組織の現状はどうか、課題は何か

・各自治体における防災行政の現状はどうか、課題は何か

・過去の出水における行動はどうだったか、課題は何か

現状把握アンケート結果の発表・意見交換

・前回のアンケート結果を受けた意見交換

①市町界を超えた広域的な避難計画の検討
(避難勧告の共通した基準作り、広域ハザードマップ)

②自主防災組織の活動強化支援対策の検討
(地域防災力アンケート調査を受けて、課題および対策を検討)

第
１
回

第
２
回

上記2項目について、本協議会で検討することが承認された

市町界を超えた広域的な避難計画の検討
自主防災組織の活動強化

支援対策の検討

避難に関する追加調査(アンケート)

・避難勧告等の発令にあたって欲しい情報

・自治体が昔から把握している危険箇所・判断基準等

避難勧告等の発令判断に必要な情報の共有

・自治体の要望する情報と県の発信する情報の摺合せ

・避難勧告等の発令判断支援資料(案)の項目提示

広域的なはん濫現象の把握

・各地区のはん濫特性、浸水特性（類似地区の把握）

・はん濫が起こる可能性の高い場所の順序

・経験的危険箇所の考慮（災害文化）

・いつも浸かる場所の広域的把握

避難所過不足状況の把握

・各自治体の避難所過不足状況を確認し、喫緊の対

応が必要な自治体を把握

地域防災力の結果の報告

・地域防災力アンケート調査結果

の報告

喫緊に対策が必要な箇所の対応

・モデル地区での問題点の明確化

モデル地区での問題点を踏まえた要望書等の検討

・モデル地区における問題点を整理し、当該地区での

対策を担保するための協定書や要望書の案を検討

避難勧告等の発令判断支援資料(案)の作成

・避難勧告等の発令を判断するにあたって必要な情

報を元に、分かり易い判断資料を作成

第
３
回

避難に関する課題を抽出

①避難勧告等の発令基準についての技術的検討
②避難勧告等の発令後の体制として担保しておくべき事項

今年度の取り組み検討結果等について

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
２
回

6/1
H19

8/31
H19

11/1
H19

11/1
H19

12/19
H19

1/21
H20

2/18
H20

3/25
H20

(予定)

「湖北圏域水害・土砂災害に強い地域づくり協議会」の検討経過
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